
づ

進する。

・子どもたち

く

が幅広い学力のもとと

り

なる基礎的・基本的な

上

知識や技能を身に付け

位

るために、子どもたち

政

一人ひとりの学力
12

策

-02 や発達段階に応

0

じた「分かる授業」を

5

実践するとともに、補

子

習体制など教育環境を

ど

整備する。

確かな学力

も

の育成 ・子どもたちが

の

興味・関心を持ち、主

未

体的に参加する授業を

来

行うことで、思考力、

と

判断力、表現力ととも

文

に学ぶ意欲を育
成する

化

。そして、全体の学力

を

を伸ばし、学習が得意

は

な子どもたちの学力も

ぐ

さらに伸ばす。
・子ど

く

もたちが日本の伝統と

む

文化を大切にしたうえ

ま

で国際感覚を身に付け

ち

、日本人としての誇り

施

とアイデンティティー

策

を
養う教育を推進する

統

。
・東久留米市の自然

括

や産業を学びながら、

課

将来の東久留米市や自

指

分自身の自立のことを

導

考える学習を進めるこ

室

とで地域社
会を愛し、

施

地域の活性化に貢献で

策

きる人間を育成する。

統

・学校図書館の整備や

括

市立図書館との連携に

課

より、子どもたちの読

長

書活動や学習活動の充

名

実を図る。

・校長がリ

宍

ーダーシップを発揮し

戸

、学校が一丸となって

　

充実した教育活動を行

敏

うことのできる組織づ

和

くりを進める。
12-

関

03 ・学校評議員の協

連

力を得て開かれた学校

課

づくりを進め、さらに

教

、青少年健全育成協議

育

会や地元の自治会など

総

、地域と連携

信頼され

務

る学校づ した教育活動

課

を進める。また、地域

、

行事に学校施設を開放

学

したり、多くの子ども

務

たちを地域行事に参加

課

させたりすること
で学

、

校と地域との連携を推

指

進する。
くり

・教員の

導

指導力を高めるととも

室

に教員としての使命を

関

自覚させ、人間性を豊

連

かにすることで、子ど

す

もたちや保護者に信頼

る

される教員の育成に努

(

める。
・障害があり、

市

特別な支援の必要な子

)

どもたちが専門的な教

教

育を受けられる体制を

育

整備する。
・アレルギ

振

ー事故や食中毒の発生

興

を防止し、安全・安心

基

な調理体制を確保する

本

ため、小学校給食の調

計

理業務委託を推進す
る

画

。
・いじめ防止対策推

、

進条例に基づき、学校

(

、家庭や地域、関係諸

市

機関の相互協力により

)

、いじめ防止を総合的

立

に進め、児
童・生徒が

小

安心して学ぶことので

学

きる環境を整備する。

校

・学校施設の日常的点

給

検や維持補修、施設全

食

体の大規模改修にも計

調

画的に取り組むととも

理

に、子どもたちが交通

業

事故や犯
罪被害に遭わ

務

ないように通学路の安

委

全確保に努める。
・小

託

・中学校の適正規模・

推

適正配置は、文部科学

進

省の「公立小学校・中

計

学校の適正規模・適正

画

配置などに関する手引

、

」に
基づき、教育的な

(

視点から検討し、保護

市

者や地域の理解を得な

)

がら検討を進める。

第二次子ども読書活動推進計画、(市)学校再編成計画、

個別計画等 (市)、(市)学校再編成にかかる実施概要（基本プラン）、(市)特別支援教育推進計画、(市)特別支援教室設置計画

確かな学

施

力の伸長、小学校給食

策

の調理業務委託の導入

評

、教育振興施策の総合

価

的かつ計画的な推進、

表

特別支援教室
予定計画

(

事業
の設置、学校規模

2

の適正化、小・中学校

9

の大規模改修、通学路

年

防犯カメラ設置事業

・

度

次代を担う子どもたち

実

が、社会の変化に柔軟

績

に対応できる幅広い知

評

識と教養、技能を身に

価

付けられるよう、きめ

と

細かい
施策に対する

指

3

導を行い、基礎学力と

1

体力の向上を目指した

年

学習指導の工夫・改善

度

、教員の資質・能力の

方

向上を通じて、活力あ

針

る学校
基本的な考え方

)

をつくる。
（第4次長

１

期
・保護者、学校、地

　

域が互いの信頼のもと

施

に連携し、子どもたち

策

の成長を支援する。
総

の

合計画より）

基本事業

概

名（1～3） 第4次長

要

期総合計画における方

（

向性
・子どもたちが人

第

権問題を正しく理解し

4

、多様な人々とともに

次

暮らしていける人権尊

長

重の理念を基盤とした

期

教育を推進す
12-0

総

1 る。

人権尊重と健や

合

か ・社会生活の基本的

計

ルール、善悪の判断や

画

思いやりの心、支え合

（

いの精神を身に付ける

後

ことができるよう、道

期

徳教育を充
実させる。

：

な心と体の育成
・いじ

2

め防止対策推進条例を

8

踏まえ、いじめを防止

年

する教育を推進する。

度

・自然災害に備えて、

～

防災についての知識や

3

技能を習得させるだけ

2

でなく、社会参加や社

年

会貢献の意識を高める

度

ため、防
災教育を推進

）

する。
・オリンピック

に

・パラリンピック競技

掲

大会の歴史や意義、理

げ

念などについて正しく

る

理解し、国際理解を深

事

め、国際親善や
人権尊

項

重の精神を育てるため

）

に、オリンピック・パ

施

ラリンピック教育を推

策

進する。
・子供たちが

名

積極的に体育やスポー

1

ツに親しみ、健康増進

2

や体力向上を図ること

活

ができるよう、体育・

力

健康教育を推進す
る。

あ

・栄養に偏りのない食

る

品の選択や地場産農作

学

物の給食への活用など

校

、食に関する教育を推



期総合計画における方向性

２　施策の成果指標と実績

No 成果指標 単位 27年度実績 28年度実績 29年度実績

国語「読むこと」の標準化得点の推移
1 点 98.3(中学校2年生) 104(中学校3年生) 103(中学校2年生)

（H27都比、H28,29全国比）

算数・数学「知識」の標準化得点の推移
2 点 100(小学校6年生) 100(中学校1年生) 97.8(中学校2年生)

（全国比）

自分には、よいところがあると思いますか。
3 ％ 75. 2 75. 9 60. 6

（全国学力学習状況調査中学校３年生から）

4

※標準化得点･･･各年度の調査の平均正答数
5 - - - -

がそれぞれ100となるように標準化した得点

３　施策内事務事業数と施策のコスト

項目 単位 27年度実績 28年度実績 29年度実績

本施策を構成する事務事業数 本 90 88 100

トータルコスト 千円 1,553,102 1,791,877 1,869,888

１

　　　　　　　　　　

　

　　事業費（内書き）

施

千円 1,270,44

策

9 1,512,499

の

1,576,686

　

概

　　　　　　　　　　

要

　人件費（内書き） 千

（

円 282,653 27

第

9,378 293,2

4

02

次長期総合計画（後期：28年度～32年度）に掲げる事項）

基本事業名（4～5） 第4次長



を

て
・中学校において教

小

員が推薦する図書10

・

0冊をまとめた「 向上

中

を図る。
東久留米の道

間

標」を発行し、学校図

に

書館の活用の活性化を

実

2 図った。

・学校運営

施

の中核を担うことが期

さ

待される主任教諭2年

れ

目 ・教育課程届、学校

た

経営計画、学校評価の

コ

連動を図り、より学校

ン

の特色を明ら
以上の教

ク

員を対象に、学校マネ

ー

ジメント講座を開催し

ル

、学 かにするとともに

に

、成果と課題を明確に

対

して改善に取り組める

し

ようにする。
校経営に

て

参画する意識の向上を

４

、

図った。 ・定例副校長

計

会を活用し、各学校の

4

特色ある取り組みを紹

,

介し合い、業務の改
・

4

全校で地域との連携を

6

図り、外部からの教育

2

活動協力者 善を図る。

点

は延べ101人となっ

の

た。 ・土曜授業公開を

作

活用し、学校の教育活

　

品

動を積極的に地域や保

の

護者に紹介する
・特別

学

な支援を要する児童・

校

生徒への対応をよりき

で

め細か 。
く行うために

共

、就学・転学・転級判

通

定の在り方を見直した

理

・学校閉庁日を設け、

解

教員の働き方の改善を

す

進める。
。 ・平成31

基

る

年度の中学校特別支援

。

教室開室に向けて、準

応

備を進める。

3

募があった。 ・

本

自然災害等の発生に備

事

え、防災教育を充実さ

業

せ、地域と協力しなが

に

ら自ら安
・東久留米市

つ

いじめ問題対策連絡協

い

議会及び東久留米市い

て

全・安心な学校づくり

（

を進める児童・生徒の

1

育成を図る。
じめ問題

～

対策委員会を開催し、

3

「いじめ問題対策基本

）

方針 ・東京2020オ

現

リンピック・パラリン

状

ピック大会に向けて、

と

国際親善や人権尊重
」

課

の見直しを行い、教育

題

委員会や学校の対応の

3

明確化を図 の精神など

1

、オリンピック・パラ

年

リンピックの理念に基

度

づいた教育の推進と実

に

った。 践を進める。
・

向

神宝小学校がパラリン

け

ピック競技応援校（車

た

椅子バスケ ・児童・生

方

徒の健康増進や体力向

向

上のために、体育・健

性

康教育・食育を推進す

・

ットボール）として、

市

国際パラリンピック委

立

員会公認教材 る。
の授

全

業実践を行った。その

校

様子を全校に周知し、

で

オリンピ
ック・パラリ

人

ンピック教育の一層の

権

推進を図った。
1

・学

に

力の傾向は、ほぼ全国

関

的な傾向と同様で、国

す

語では言 ・小中学校間

る

の系統的な学習活動の

教

充実を図るために、市

育

全教員が参加する授
語

活

に関する事項、算数・

動

数学では、関心・意欲

を

・態度が、 業改善研究

実

会において、小中相互

施

に授業を参観する機会

し

をつくる。
学年を追う

、

ごとに低下している。

人

29年度、市学力調査

権

の対 ・小学校英語教科

尊

化を見据え、英語教育

重

推進委員会が作成した

月

レッスンプラン
象学年

・

と実施時期を変更した

中

ことから、学力分析の

学

結果を を全校に周知し

校

、活用を図る。
、翌年

で

度の指導に一層生かす

の

ことができるようにな

「

った。 ・日本の伝統芸

特

能・文化を学習する際

別

に、専門家の指導に基

の

づく体験的な学習
・「

教

くるめ産給食の日」を

科

実施し、幻の小麦・柳

　

久保小麦 を通じて、日

道

本人としてのアイデン

徳

ティティを自覚し、そ

」

の魅力を自ら発信で
や

の

地場産野菜をふんだん

完

に使った給食を提供し

全

た。市内複 きるような

実

取り組みを推進する。

施

数校において、地場産

に

野菜の生産の様子や郷

向

土食について ・学校図

け

書館の蔵書の質・量と

て

も向上することを目指

、

し、引き続き良書の購

評

入
地域人材から学ぶ活

価

動を行った。 に努める

方

とともに、運営・管理

法

について学校図書館運

等

営連絡協議会等を通じ



、整理を進め、総合的かつ計画的に教育施策を推進する。

・いじめ問題に総合的かつ組織的に対応するとともに、人権教育を一層推進し、命を大切にする豊かな心の育成に努める。

・子どもたち一人ひとりを大切にする教育を推進し、不登校の子どもに対して関係諸機関と連携した取り組みを充実する。

・教員と

４

しての使命を自覚させ

　

るとともに、教員の資

基

質及び指導力を高める

本

。

・国際理解を深め、

事

日本人としての誇りを

業

養うオリンピック・パ

に

ラリンピック教育を進

つ

めるとともに、生涯に

い

わたってスポーツ

に親

て

しむ子どもを育成する

（

。

・本市の特別支援教

4

育についての保護者説

～

明会を開催し、特別支

5

援教育に対する理解、

）

啓発を図る。

・学力調

現

査の結果を的確に把握

状

、公表し、本市の児童

と

、生徒の学力を向上さ

課

せるための授業改善や

題

補習体制の拡充を進め

3

る。

・学校規模の適正

1

化、児童数増による教

年

室の整備、給食調理業

度

務の委託化など、様々

に

な課題を教育振興基本

向

計画に基づき、計画

的

け

に解決していく。

６　

た

31年度の施策の位置

方

づけ 重点施策以外

向性

4

5

５　31年度に向けた施策方針

・新教育振興基本計画の作成に向けて、現在の取り組みを見直し


